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大学野球選手におけるシーズン中の肩関節可動域







































Vertebral Distance Method：以下，FVDM）に着目し，シーズン中の FVDの特徴を検討した。
　被検者は某大学体育会野球部員 16名であった。FVDの測定は 2019年度東京六大学野球春季リーグ戦の開幕前・閉幕後，およ
び秋季リーグ戦の開幕前・リーグ戦中・閉幕後の 5回行った。測定結果は被検者を投手右投（PR）群，投手左投（PL）群，捕手（C）
群，野手（F）群の 4群に分け，肩関節屈曲外転外旋（Flexion, Abduction and External rotation of the shoulder joint：FAE）および




　1 ）PR群，C群，F群の右肩の EAIの FVD基準値不適合率は春季から秋季を通じていずれも高率（83.3～ 100％）を示した。
　2 ）PL群では，左肩の FAEおよび EAIにおけるFVD基準値不適合率が春季から秋季を通じていずれも高率（60.0～ 80.0％）を示した。
　3 ）PR群では春季から秋季を通じて左右の EAIに有意差が認められ，PL群では FAEに有意差が認めらた。また，C群および F
群では PR 群と同様な傾向だったが有意差を認めなかった。




球数の変化と FVDの相関関係を調べた結果，PR群の右肩関節 EAIにおいて有意差が認められ，投球数が多い選手ほど EAIの
悪化が示唆された。
キーワード：大学野球選手，FVD測定，肩関節可動域，投球数
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31日までであり，“秋中” の投球数は 9月 1日－ 30日まで，















ける FVD基準値は第 7頸椎から 8㎝以上，EAIにおける FVD
基準値は第 7頸椎まで 15㎝未満としてた。すなわち，FAEに
おける FVD測定点が 8㎝未満，EAIにおける FVD測定点が
15㎝以上のデータは FVD基準値不適合とした。　
6．統計処理









1．FVD および FVD 基準値不適合率（表 1）
　1）表 1には各群の被検者個々の測定結果ならびに各群の平
均値，標準偏差，および FVD基準値不適合割合を示した。PR
群 6人の投球側肩は “右”，PL群 5人は “左”，C群 3人および
F群 3人はいずれも “右” であった。
　2）PR群および C群における左肩 FAEの FVD平均値は，
各測定においていずれも PL群より有意な高値を示す傾向が認
められ，FVD基準値不適合率は春季から秋季を通じて低い傾









側肩の右肩 FAEは 16.7－ 40.0％であり，右肩 EAIの 66.7－
100.0％と比べ低い傾向がみられた。この傾向は PL群とは異
なる結果であった。また，F群の FVD基準値不適合率は左肩













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　5）PR群における右肩 EAIの “春前” および “春後” の
FVD基準値不適合率は，いずれも 66.7％であったが，“秋前”
は 83.3％に高まり，“秋中” および “秋後” はさらに高まって
100.0％に達した。PL群においても左肩 EAIの “春前” および
“春後” の FVD基準値不適合率は，いずれも 60.0％であった
が，“秋前”，“秋中” および “秋後” は 80.0％に高まった。左肩
EAIの FVD基準値不適合率は PR群および PL群のいずれも
春季よりも秋季に高率になっていた。また，PL群では左肩
FAEの FVD基準値不適合率は “秋中” のみが 60.0％であり，
それ以外の “春前” から “秋後” までは 80.0％であった。
2．投球側肩と非投球側肩における FVD（表 2，図 1−図 4）
　PR群では春季から秋季を通じて EAIの投球肩側と非投球側
肩の FVD平均値に有意差が認められ，投球側肩が右である
PR群の FVD平均値が “春前” から “秋後” までを通じていず
れも有意に大きく，非投球側肩の FVDが基準値適合であった
のに対し，投球側肩の FVDはいずれも基準値不適合であった。
投球側肩が右である C群においては “春後” 以降は PR群と同
様な傾向が認められ，F群では “春前” および “春後” におい
てのみ PR群と同様な傾向が認められた。
3．FVDの時系列的推移
　PR群および PL群の FAEにおける FVD平均値は “春前” よ
り “春後” に低下し，PR群では “秋前” の FVDが “春前” の
水準に戻った。PL群の “秋前” の FVDは “春後” よりもさら







推移するとともに PL群の右肩 FAEの FVDは，“秋前” と比











FVDは “春後” に増加し，“秋前” の FVDが “春前” と同水準









認めた。すなわち，右肩関節 EAIにおける “秋中” 投球数と
表 2．各群の肩関節屈曲外転外旋時および伸展内転内旋時の FVDにおける投球側肩と非投球側肩の比較





















左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右
PR 群 
（N=6）
平均値 10.4 8.8 9.2 17.6 9.6 8.2 10.9 17.8 10.1 8.3 9.9 18.0 11.0 9.6 10.0 17.9 11.2 8.9 11.7 19.6
標準偏差 2.2 2.5 3.9 4.7 1.9 2.0 4.3 3.9 2.7 2.0 5.3 2.3 1.5 1.4 3.6 3.0 1.3 2.2 3.8 2.8
有意確率 .038 .019 .232 .028 .057 .015 .120 .016 .008 .016
PL 群 
（N=5）
平均値 6.8 9.8 15.2 15.1 5.8 9.6 16.8 14.8 4.8 8.9 15.9 14.1 7.5 10.6 18.3 14.6 7.1 10.3 18.0 15.6
標準偏差 1.4 2.4 6.7 3.8 2.8 2.5 4.9 5.2 2.5 1.4 4.8 4.3 1.9 2.2 3.2 4.6 2.3 1.9 4.2 4.1
有意確率 .022 .980 .042 .586 .009 .562 .015 .257 .005 .383
C 群 
（N=3）
平均値 9.7 8.9 8.9 19.7 11.3 9.9 11.6 24.7 11.6 9.4 10.1 23.1 10.6 10.1 14.2 26.8 11.3 9.8 11.4 24.2
標準偏差 1.8 3.9 6.9 6.3 2.2 3.0 8.8 8.0 3.1 4.4 7.8 8.1 .6 2.8 6.8 4.9 1.0 2.0 6.6 4.5
有意確率 .607 .143 .096 .009 .163 .000 .713 .013 .224 .013
F 群 
（N=3）
平均値 6.1 4.8 11.7 20.1 8.2 6.3 12.8 21.2 7.2 5.5 11.1 22.1 7.2 4.2 11.0 23.7 6.8 5.6 11.1 22.8
標準偏差 .9 4.9 3.8 1.0 1.4 3.9 4.7 3.4 .4 3.0 4.1 2.2 2.6 7.2 4.7 6.9 .7 3.7 4.5 2.7








































































































































































































































































































“秋前” FVDの相関係数は r=0.871（p＝ 0.024）であり，“秋前”




　表 1に示した結果から，高い FVD基準値不適合率が PL群
の投球側肩である左肩 FAEおよびEAIに認められたのに対し，





予想していたが，非投球側肩の左肩 FAEにおいて “春後” 以







　PR群における右肩 EAIの “春前” および “春後” の FVD基
準値不適合率は，いずれも 66.7％であったが，“秋前” は
83.3％に高まり，“秋中” および “秋後” はさらに高まって
100.0％に達した。PL群においても左肩 EAIの “春前” および
“春後” の FVD基準値不適合率は，いずれも 60.0％であった
が，“秋前”，“秋中” および “秋後” は 80.0％に高まった。左肩
EAIの FVD基準値不適合率は PR群および PL群のいずれも
春季よりも秋季に高率になっていた。また，PL群では左肩関
節 FAEの FVD基準値不適合率は “秋中” のみが 60.0％であり，




群のいずれの投球数も “秋前” が最も多く，“秋中” の投球数
は減少し，“秋後” の投球数は最も少なかった（図 5）。そこで，
月間投球数と FVDの相関関係を調べた結果，PR群の右肩
EAIにおいてのみ有意な相関関係が “秋中” 投球数と “秋
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